
茨 城 大 学 同 窓 会 連 合 会 発 会 に あ た っ て

多 安 工 秦 会 会 長  キ 陶 想 一

多 賀 工 薬 会 の 前 身 で あ る 多 賀 高 等 工 業 学 校

同 窓 会 は 、 昭 和 1 6 年 1 2 月 2 7 日 の 同 校 第
一 回 の 卒 業 式 に 、 と き の 早 川 富 正 校 長 を 会 長

に 推 最 し て 設 立 さ れ た

昭 和 1 9 年 に は 校 名 の 変 更 に 伴 つ て 多 賀 工

業 専 門 学 校 向 窓 会 と 改 称 し た 。

昭 和 2 8 年 3 月 茨 城 大 学 工 学 部 第 一 回 卒 業

生 を 迎 え る に あ た っ て 、 同 窓 会 と し て は 、 加

入 を 希 望 す る 場 合 に は 「 多 賀 工 業 会 J の 名 で

に 出 発 す る と い う 案 を も つ て 臨 ん だ 。 卒 業 間

近 に 、 学 生 の 代 表 か ら 多 賀 工 専 同 窓 会 に 加 入

し た い と の 中 入 れ が あ り 、 多 賀 工 業 会 の 発 足

と な つ た 。 以 後 、 工 業 短 期 大 学 t 部卒 業 生 、 大

学 院 修 r 生 を 加 え 、 更 に 充 実 し た 。 現 在 会 員

2 万 7 千 余 名 、 全 国 に 1 4 の 支 部 力章 あ る 。

昭 和 4 4 年 の 学 園 創 立 3 0 周 年 の 記 念 事 業

と し て 、 多 賀 工 業 会 館 建 設 が 企 画 さ れ 、 募 金

期 間 を 再 三 延 長 す る な ど し て 、 昭 和 5 0 年 8

月 に 工 学 部 内 に 落 成 し た 。

会 長 に は 多 賀 正 専 校 長 、 工 学 部 長 を 持 願 い

し て い た が 、 い つ ま で も ご 負 担 を 掛 け て は と

の 趣 旨 で 、 昭 和 5 2 年 の 総 会 で 名 誉 会 長 に 改

め 、 理 事 長 が 会 を 代 表 す る こ と に な つ た 。

平 成 1 6 年 の 大 学 法 人 化 を 受 け て 、 社 会 退

携 事 業 会 等 に 、 同 窓 会 の 代 表 と し て 大 学 教 官

で あ る 理 事 長 が 出 席 す る こ と は 適 切 で な い と

の 判 断 か ら 、 平 成 1 7 年 の 総 会 で 会 員 の 中 か

ら 会 長 を 選 ぶ 方 式 に 改 正 し て 、 同 窓 会 連 合 会

の 設 立 を 迎 え る に 至 っ た 。

各 学 部 同 窓 会 は そ れ ぞ れ 異 な っ た 生 い 立 ち

を 持 つ て お り 、 協 調 し て 大 学 の 発 展 に 寄 与 で

き る か が 課 題 で あ る と 考 え て い る 。


